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［事案 2024-332］損害賠償請求 

・令和 8年 4月 28日  裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 募集人から精神的な苦痛を受けたこと等を理由に、損害賠償を求めて申立てのあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 3年 5 月から平成 26年 4月までに契約①から⑮を締結したが、以下の理由により、慰

謝料を支払ってほしい。 

(1) 契約②を解約する際に、募集人から「給料が 1 万 8000 円下がるのよ」と嫌味を言われ、

解約ではなく減額にすることを求められた。 

(2) 募集人の住居の向かいに住んでいたが、上記（1）記載の経緯の後、募集人から無視される

等の態度を取られるようになり、そのことが精神的苦痛となって、自宅を売却せざるを得

なくなった。引越しの際にも、募集人は挨拶に来なかった。 

(3) 募集人から頼まれて、募集人に保険料を立替えてもらって保険に加入したことが 3回ほど

あった。 

(4) 募集人は、自分に対して、自分と募集人の共通の知人の保険契約に関する個人情報を漏洩

した。 

＜保険会社の主張＞ 

以下の理由により、申立人の請求に応じることはできない。 

(1)募集人が、契約②の解約時に、解約ではなく減額にするようお願いしたことについて、不

快の念を生じさせたことは謝罪する。しかし、この点に関して、不法行為により申立人に

損害が生じたものとは認められない。 

(2)募集人が、申立人を無視したなどの事実はなく、むしろ募集人が申立人から無視されてい

たものである。 

(3)募集人が、申立人に対して、保険料の立替による保険への加入を求めた事実はない。

また、募集人が他の顧客の情報を申立人に漏洩した事実もない。 

＜裁定の概要＞ 

1.裁定手続 

裁定審査会は、当事者から提出された書面にもとづく審理の他、本件の経緯等を把握するた

め、申立人および募集人に対して事情聴取を行った。 

2.裁定結果 

上記手続の結果、申立人の請求は認められず、その他保険会社に指摘すべき特段の個別事情

も見出せないことから、和解による解決の見込みがないと判断して、手続を終了した。 

 

 


